
『
太
平
記
秘
鑑
』
伝
本
論

は
じ
め
に

『
太
平
記
秘
鑑
』
(
楠
公
真
顕
記
と
も
。
部
分
的
な
呼
称
に
は
楠
廷
尉
秘

鑑
、
楠
金
吾
秘
鑑
な
ど
が
あ
る
)
は
、
「
太
平
記
秘
伝
理
尽
紗
」
の
末
書

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
現
在
確
認
で
き
る
伝
本
は
す
べ
て
写
本
で
あ
る
。

「
国
書
総
目
録
」
「
楠
廷
尉
秘
鑑
」
の
項
に
「
版
:
大
橋
(
三
冊
)
」
と
あ

る
も
の
は
、
後
述
す
る
「
今
古
実
録
」
収
録
の
活
版
本
で
あ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
(
全
二
一
篇
三
六
〇
巻
一
七
五
冊
。
初
篇
:
外
題
・

内
題
「
〈
新
撰
/
増
補
〉
楠
公
真
顕
記
」
。
弐
～
コ
一
篇
:
外

題
・
内
題
「
太
平
記
秘
鑑
」
。
た
だ
し
、
初
編
巻
一
五
∴

七
・
一
八
お
よ
び
七
篇
巻
一
～
六
の
内
題
「
楠
木
広
戦
録
」
。

第
四
篇
外
題
「
楠
公
真
顕
記
」
。
第
八
篇
外
題
「
太
平
記
秘
鑑

録
」
、
内
題
「
大
平
記
秘
鑑
大
全
」
)

同
(
全
コ
一
篇
三
六
〇
巻
四
五
冊
。
外
題
「
楠
公
真
顕
記
」
、
内
題

「
〈
新
撰
/
増
補
〉
楠
公
真
顕
記
」
。
た
だ
し
、
七
篇
の
一
部
の

内
題
は
「
太
平
記
秘
鑑
」
。
本
書
は
一
七
五
冊
本
と
用
字
等
は

今

井

正
之
助

ぼ
同
こ

同
(
初
篇
第
二
I
～
七
篇
第
三
〇
存
一
七
冊
。
外
題
「
楠
公
真
顕
記
」
、

内
題
「
楠
公
真
顕
記
」
)

酒
田
市
立
図
書
館
光
丘
文
庫
(
全
て
一
編
三
六
〇
巻
一
八
〇
冊
。
外

題
「
楠
公
真
顕
記
」
。
内
題
「
楠
公
真
顕
記
」
。
四
～
八
、
一
〇

～
十
二
篇
の
内
題
は
「
太
平
記
秘
鑑
」
。
各
篇
総
目
録
の
題
名
、

初
・
五
・
八
篇
「
太
平
記
秘
鑑
」
、
二
篇
「
〈
増
補
/
新
撰
〉
楠

公
真
顕
記
」
、
三
・
九
篇
「
楠
公
真
顕
記
」
、
四
・
六
・
七
・
一

〇
～
コ
ー
篇
「
太
平
記
秘
鑑

大
全
」
)

神
宮
文
庫
(
初
篇
三
〇
巻
一
五
冊
。
外
題
・
内
題
「
太
平
記
秘
鑑
」
)

八
戸
市
立
図
書
館
(
第
四
・
七
篇
の
抜
書
二
冊
。
外
題
「
太
平
記
秘

鑑

抜
書
」
、
内
題
「
太
平
記
秘
鑑
」
)

福
島
県
立
図
書
館
(
第
七
篇
三
〇
巻
一
五
冊
。
外
題
「
太
平
記
秘
鑑
」
。

内
題
「
楠
金
吾
秘
鑑
」
。
た
だ
し
、
一
六
～
二
四
は
他
と
書
面

を
異
に
し
、
内
題
も
「
太
平
記
秘
鑑
」
)

こ
れ
ら
の
多
く
が
貸
本
と
し
て
流
通
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
書
陵
部
一

1-
-



七
五
冊
本
に
「
近
宗
」
(
寺
町
通
高
辻
北
角

近
江
屋
宗
助
)

・
「
亀
武
」

(
書
林

京
都
柳
馬
場
二
条
下
ル

か
め
屋
武
兵
衛
)
な
ど
、
酒
田
本
に

「
小
倉
屋
」
(
伏
水
書
林

小
倉
屋
源
兵
衛
)

・

「
〈
本
類
/
売
買
〉
泉

清
」

・
「
亀
半
」
な
ど
と
の
黒
印
や
墨
書
が
あ
る
。
柴
田
光
彦
編
著
「
大

惣
蔵
書
目
録
と
研
究

本
文
篇
-
貸
本
屋
大
野
屋
惣
兵
衛
旧
蔵
書
目
-
」

(
青
裳
堂
書
店

一
丸
八
三
・
八
)
に
も
「
楠
公
真
顕
記

初
篇

同
本

同
弐
篇
～
同
拾
弐
篇
」
と
み
え
る
。

な
お
、
『
典
籍
秦
鏡
』
(
ゆ
ま
に
書
房
・
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
1
5
に
拠
る
。

内
閣
文
庫
蔵
編
者
自
筆
本
に
は
天
保
一
四
年
(
一
八
四
三
)
の
践
あ
り
)

に
も
「
和
撰
/
写
本
/
楠
廷
尉
秘
鑑
〈
八
編
揃
/
和
字
平
か
な
半
紙

本
〉
/
八
編

各
中
目
三
十
巻
/
全
二
百
四
十
冊
」
と
あ
る
。

一
七
五
冊
本
を
清
書
し
た
と
思
わ
れ
る
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
四
五
冊
本

が
大
本
で
あ
る
ほ
か
は
、
多
く
は
半
紙
本
で
あ
る
。
用
字
は
漢
字
平
仮
名

交
じ
り
。
外
題
・
内
題
は
「
楠
公
真
顕
記
」
「
太
平
記
秘
鑑
」
が
混
在
す

る
。
右
に
示
し
た
ほ
か
、
個
人
蔵
の
写
本
も
あ
る
が
、
完
本
は
現
在
の
と

こ
ろ
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
(
二
部
)
お
よ
び
酒
田
本
の
計
三
部
で
あ
る
。

活
版
本
に
は
二
種
類
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
叢
書
「
今
古
実
録
」
の
一
部

と
し
て
、
明
治
一
八
年
三
月
に
栄
泉
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
。
袋
綴
全

三
〇
冊
(
た
だ
し
、
確
認
し
え
た
の
は
、
国
会
図
書
館
蔵
、
近
代
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
に
公
開
さ
れ
て
い
る
一
四
冊
。
各
編
を
上
中
下
に
分
か

ち
、
第
一
編
上
巻
か
ら
第
五
編
中
巻
ま
で
)
。
各
冊
三
場
面
の
挿
画
(
一

恵
斎
歌
川
芳
幾
、
一
部
は
朝
香
楼
歌
川
芳
春
)
が
あ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
は
、
「
〈
校
訂
〉
楠
廷
尉
秘
鑑
」
(
帝
国
文
庫
第
二
一
編
。

明
治
二
六
年
四
月
、
博
文
館
刊
。
以
下
、
「
帝
国
文
庫
本
」
と
呼
ぶ
)
で

あ
り
、
こ
ち
ら
は
洋
装
一
冊
。
今
古
実
録
本
と
収
録
範
囲
は
ほ
ぼ
同
様
で

あ
る
が
、
全
四
編
に
分
か
ち
、
本
文
に
も
異
同
が
あ
り
、
底
本
は
別
で
あ

る
。
帝
国
文
庫
本
の
解
題
に
「
楠
廷
尉
秘
鑑
百
三
十
巻
、
久
し
く
写
本
を

以
て
行
は
る
、
(
中
略
)
依
て
数
本
を
集
め
て
校
訂
し
、
そ
の
諸
本
悉
く

誤
れ
る
所
は
、
意
を
推
し
て
窟
改
補
正
し
、
文
義
全
く
通
ず
る
に
至
て
乃

之
を
印
刷
に
附
せ
り
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
楠
廷
尉
秘
鑑
百
三
十
巻
」

は
、
『
国
書
総
目
録
』
楠
廷
尉
秘
鑑
写
本
「
大
橋
(
六
〇
冊
)
」
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
く
、
分
量
か
ら
推
し
て
、
帝
国
文
庫
本
は
そ
の
全
体
を
翻
字

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
写
本
、
活
版
本
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る

の
か
確
認
す
る
。

一
、
構
成
の
相
違

写
本
(
書
陵
部
本
二
部
と
酒
田
本
と
は
、
活
版
本
に
比
せ
ば
同
類
と
括

っ
て
よ
い
)
、
今
古
実
録
本
、
帝
国
文
庫
本
の
三
種
の
構
成
は
そ
れ
ぞ
れ

大
き
く
異
な
る
。
以
下
に
、
概
要
を
表
示
す
る
。

〔
凡
例
〕
・
書
陵
部
本
の
目
次
は
各
篇
の
総
目
録
に
よ
る
(
付
訓
は
省
略
し

た
)
。

・
各
篇
の
各
巻
に
は
一
上
二
の
章
段
が
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
第
一

は
最
初
の
、
第
三
〇
は
最
後
の
章
段
を
、
途
中
は
該
当
す
る
章
段
の

--2



み
を
表
示
し
た
。
「
井
」
「
付
」
で
は
じ
ま
る
付
属
の
章
段
名
は
、
省

い
た
場
合
が
あ
る
(
今
古
実
録
本
も
同
様
)
。

・
書
陵
部
本
と
帝
国
文
庫
本
・
今
古
実
録
本
と
は
章
段
の
区
切
り
が

一
致
し
な
い
(
一
方
の
章
段
の
途
中
が
他
方
の
章
段
の
始
め
に
当
た

る
)
こ
と
が
多
く
、
以
下
は
お
お
よ
そ
の
表
示
で
あ
る
。

・
実
線
で
各
本
の
「
編
」
の
区
切
り
を
示
し
た
。
点
線
は
目
印
と
し

て
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
帝
国
文
庫
本
は
各
編
に
巻
を
立
て
て
い
な
い
の
で
、
今
古
実
録
本

の
章
段
を
対
応
さ
せ
た
。
帝
国
文
庫
本
と
今
古
実
録
本
と
は
章
段
の

立
て
方
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
末
尾
の
章
段
「
正
成
智
仁
勇

の
三
ッ
を
跡
に
残
す
事
井
正
成
石
碑
銘
文
の
事
」
(
◇
と
表
示
)
は

写
本
お
よ
び
今
古
実
録
本
に
は
無
い
。

-3-
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井
楠
正
儀
病
死
の
事

付
足
利
家
天
下
一
統
治
国
の
事

ニ
、
章
段
名
の
相
違

写
本
「
太
平
記
秘
鑑
」
が
『
太
平
記
』
全
四
〇
巻
の
記
事
内
容
を
扱
う

の
に
対
し
、
活
版
本
「
楠
廷
尉
秘
鑑
」
は
正
成
の
討
死
す
る
巻
一
六
ま
で

を
対
象
と
し
て
い
る
。
形
式
的
に
は
「
楠
廷
尉
秘
鑑
」
は
「
太
平
記
秘
鑑
」

の
一
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
写
本
の
内
題
に
い
う
「
新
撰
増
補
」

が
何
を
さ
す
の
か
と
い
う
こ
と
と
あ
わ
せ
、
両
者
の
関
係
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

上
記
の
よ
う
に
、
写
本
、
今
古
実
録
本
、
帝
国
文
庫
本
の
構
成
は
区
々

で
あ
る
が
、
三
者
の
区
切
り
が
相
異
な
る
写
本
第
二
編
の
目
次
の
一
部
を

対
比
し
て
み
る
。

〔
凡
例
〕
・
章
段
名
は
文
中
の
も
の
に
拠
る
(
濁
点
を
施
し
た
)
。

・
章
段
名
の
真
ん
中
に
区
切
線
を
施
し
た
箇
所
は
、
当
該
章
段
の
途

中
で
章
段
を
立
て
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
例
、
書
陵
部
本
の
二
編
第

二
五
は
、
帝
国
文
庫
本
の
「
足
利
殿
願
書
の
事
」
の
途
中
か
ら
始
ま

る
。
・
書
陵
部
本
の
章
段
名
の
末
尾
に
■
を
付
し
た
も
の
は
、
帝
国
文
庫

本
・
今
古
実
録
本
に
は
該
当
記
事
が
無
い
。

・
帝
国
文
庫
本
の
章
段
名
の
頭
に
■
を
付
し
た
も
の
は
、
書
陵
部
本

に
は
該
当
記
事
が
無
い
。
な
お
、
「
■
金
沢
貞
将
討
死
/
普
恩
寺
自

害
の
事
」
は
、
書
陵
部
本
は
金
沢
貞
将
討
死
記
事
の
み
を
欠
く
こ
と

を
示
す
。

・
部
分
的
な
記
事
の
出
入
り
や
異
文
は
多
い
が
、
本
表
で
は
表
示
し

て
い
な
い
。

・
今
古
実
録
本
の
章
段
名
は
、
帝
国
文
庫
本
と
小
異
は
あ
る
が
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
⑦
～
⑩
は
今
古
実
録
本
の
三
編
第
七
～
一
八
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。
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三
、
写
本
と
活
版
本
の
先
後
関
係

帝
国
文
庫
本
と
今
古
実
録
本
と
は
、
編
と
そ
の
内
部
の
章
段
の
区
分
け

と
を
異
に
す
る
が
、
記
事
の
あ
り
方
は
同
一
と
い
っ
て
よ
い
。
両
者
の
詞

章
に
は
異
同
が
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
活
版
本
と
括
り
、
写
本
(
書
陵
部
四

五
冊
本
に
代
表
さ
せ
る
)
と
の
間
に
横
た
わ
る
、
よ
り
大
き
な
相
違
を
問

題
と
す
る
。

1
、
「
伝
」
の
処
理
か
ら
I
そ
の
1

「
理
尽
鈔
」
の
系
譜
を
継
ぎ
、
本
書
に
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
「
伝
に
曰

く
」
(
形
態
は
種
々
あ
り
)
と
、
本
文
よ
り
一
段
低
く
表
示
す
る
部
分
が

あ
る
。
初
編
(
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
書
陵
部
本
の
編
を
指
す
)
は

書
陵
部
本
と
帝
国
文
庫
本
と
の
範
囲
が
合
致
し
て
お
り
、
章
段
の
立
て
方

も
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
二
編
以
降
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
先
に
示
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
伝
」
の
あ
り
方
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
、
初
編
一
四

箇
所
の
「
伝
」
の
う
ち
、
写
本
に
欠
け
る
の
は
I
箇
所
の
み
で
あ
る
が
、

二
編
一
八
箇
所
の
う
ち
コ
一
箇
所
の
「
伝
」
が
写
本
に
は
無
い
(
別
に
一

箇
所
、
写
本
独
自
の
「
伝
」
あ
り
)
。

左
は
、
「
義
貞
の
陣
へ
三
浦
義
勝
馳
加
は
る
事
井
鎌
倉
方
分
倍
敗
軍
の

事
」
の
末
尾
で
あ
る
(
引
用
は
帝
国
文
庫
四
八
八
頁
。
私
に
句
読
点
を
補

う
)
。去
る
程
に
、
新
田
小
太
郎
義
貞
は
久
米
川
・
分
倍
両
度
の
戦
ひ
に
打

7-
-

勝
給
ふ
と
聞
へ
し
か
ば
、
東
八
ヶ
国
の
軍
勢
、
新
田
の
陣
へ
は
せ
参

り
、
つ
き
随
ふ
事
引
も
き
ら
ず
。
(
中
略
)
先
着
到
を
附
ら
れ
け
る

I

に
、
都
合
其
勢
十
万
余
騎
と
ぞ
記
し
け
る
。

伝
に
日
、
太
平
記
に
、
義
貞
、
甲
斐
・
越
後
の
一
族
其
外
義
貞
に

I

与
し
、
は
せ
参
る
勢
、
武
蔵
野
出
張
の
着
到
二
十
万
七
千
余
と
記

し
け
る
。
其
上
、
方
八
里
の
武
蔵
野
に
錐
を
立
べ
き
地
も
な
し
、

と
は
是
文
面
を
か
ざ
る
所
な
り
。
ま
た
、
義
貞
、
粂
川
・
分
倍
の

戦
ひ
数
度
勝
利
を
得
給
ふ
由
東
八
ヶ
国
に
聞
へ
、
は
せ
参
る
勢
、

既
に
六
十
万
七
千
余
に
及
ぶ
、
と
記
せ
り
。
斯
勢
を
広
大
に
書
た

る
は
其
子
細
あ
る
事
な
り
。

-

右
を
写
本
は
「
・
:
都
合
二
十
万
七
千
騎
と
し
る
し
け
る
。
さ
ら
ば
此
い

き
ほ
ひ
に
の
つ
て
・
:
」
と
し
、
「
伝
」
を
欠
く
の
だ
が
、
活
版
本
の
「
伝
」

の
内
容
を
注
意
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
「
二
十
万
七
千
余
騎
」
は
義
貞

挙
兵
時
の
軍
勢
で
あ
る
(
『
太
平
記
』
巻
一
〇
「
新
田
義
貞
謀
叛
事
」
。
岩

波
大
系
三
二
三
頁
)
。
こ
れ
が
勝
利
を
重
ね
、
「
六
十
万
七
千
余
」
に
及
ん

だ
(
同
「
鎌
倉
合
戦
事
」
。
古
典
大
系
三
三
一
頁
)
、
と
「
大
平
記
」
が
記

す
こ
と
に
対
し
、
こ
れ
は
「
広
大
に
」
書
い
た
の
で
あ
り
、
実
際
は
「
ナ

万
余
騎
」
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
、
と
活
版
本
は
主
張
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。
写
本
が
波
線
部
の
よ
う
に
「
二
十
万
七
千
騎
」
に
な
っ
た
と
記
す

の
は
、
活
版
本
の
「
伝
」
の
内
容
を
う
か
つ
に
取
り
込
ん
だ
結
果
で
あ
る

(
「
絵
本
楠
公
記
」
も
、
『
太
平
記
』
同
様
「
六
十
万
七
千
余
」
と
し
て
い

る
)
。
写
本
と
活
版
本
の
編
者
が
同
じ
か
ど
う
か
も
重
要
な
検
討
課
題
で

あ
る
が
、
右
は
、
別
人
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
事
例
で
も
あ
る
。



「
名
護
屋
高
家
討
死
の
事
井
直
茂
師
直
軍
議
の
事
」
(
帝
国
文
庫
四
〇
八

頁
)
は
、
「
佐
用
三
郎
右
衛
門
範
家
が
弟
律
師
定
光
と
い
ふ
」
「
強
弓
の
矢

つ
ぎ
早
」
が
名
護
屋
尾
張
守
を
射
落
と
し
た
が
、
「
佐
用
三
郎
左
衛
門
範

家
」
が
射
殺
し
た
と
名
乗
り
を
あ
げ
た
、
と
い
う
記
事
で
あ
り
、
こ
れ
に

以
下
の
「
伝
」
が
続
く
。

伝
に
曰
く
、
太
平
記
、
佐
用
三
郎
範
家
名
護
屋
尾
張
守
を
射
た
り
、

と
書
た
る
は
誤
り
な
り
。
範
家
は
す
で
に
摩
耶
の
合
戦
に
討
死
せ
り
。

弟
律
師
定
光
、
兄
範
家
に
お
と
ら
ぬ
剛
弓
の
手
だ
れ
な
り
け
れ
ば
、

此
陣
の
中
に
あ
っ
て
高
家
を
射
殺
せ
し
も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
僧
の

名
を
名
乗
る
事
を
恥
ぢ
、
且
又
、
死
し
た
る
兄
が
名
を
再
び
揚
ん
も

の
と
お
も
ひ
し
ゆ
へ
、
佐
用
三
郎
右
衛
門
範
家
が
大
将
を
只
一
矢
に

射
殺
し
た
り
と
ぞ
名
乗
り
け
る
。
夫
を
直
さ
ま
本
文
に
書
載
せ
た
り
。

写
本
二
編
第
廿
四
は
「
佐
用
左
衛
門
範
家
と
て
強
弓
の
矢
つ
ぎ
ば
や
」

が
、
と
あ
り
、
「
太
平
記
」
と
同
内
容
。
「
伝
」
も
存
在
し
な
い
。
「
太
平

記
」
巻
八
「
摩
耶
合
戦
事
」
に
は
「
佐
用
兵
庫
助
範
家
」
、
こ
の
巻
九
で

は
「
佐
用
左
衛
門
三
郎
範
家
」
と
あ
る
が
、
巻
八
の
「
範
家
」
も
討
死
し

た
と
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
活
版
本
の
本
文
・
伝
が
何
に
拠
っ
た
の
か
不

明
で
あ
る
(
『
理
尽
紗
』
に
も
「
定
光
」
は
登
場
し
な
い
)
。
同
一
の
編
者

が
「
太
平
記
」
を
「
誤
解
」
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
「
伝
」
を
撤
回

し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
別
人
だ
か
ら
こ
そ
容
易
に
「
伝
」
を
捨
て
、

『
太
平
記
』
の
本
文
に
戻
し
た
と
も
い
え
よ
う
。

以
下
は
、
「
太
平
記
」
に
は
無
く
、
「
理
尽
紗
」
に
始
発
す
る
叙
述
で
あ

る
が
、
北
条
残
党
鎮
圧
の
た
め
足
利
尊
氏
が
関
東
に
下
っ
た
折
、
都
の
新

田
義
貞
は
、
正
成
を
討
っ
て
天
下
を
取
れ
、
と
い
う
家
臣
の
勧
め
に
乗
る
。

事
態
を
察
知
し
た
正
成
は
こ
の
企
て
を
未
然
に
封
じ
込
め
、
万
一
の
用
意

を
恩
地
に
命
じ
る
。
帝
国
文
庫
本
の
当
該
記
事
末
尾
(
六
二
二
頁
)
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
:
恩
地
思
ふ
は
「
新
田
殿
、
君
へ
談
ぜ
ら
れ
度
事
あ
り
御
出
あ
れ
、

と
申
さ
れ
し
を
何
条
事
の
有
べ
き
。
さ
れ
ど
も
常
に
騒
が
ぬ
人
の
斯

宣
ふ
は
心
中
に
心
得
ぬ
事
あ
ら
ん
」
と
夫
々
に
ぞ
下
知
し
け
る
。

伝
に
日
く
、
「
三
楠
記
」
、
後
、
正
成
、
新
田
と
一
所
に
有
し
と
き
、

此
等
の
事
語
出
し
、
「
其
時
、
御
辺
、
某
を
誄
せ
ん
と
し
給
ひ
し

条
疑
ひ
な
し
」
と
申
さ
る
ゝ
に
、
新
田
、
堅
く
陳
じ
ら
れ
し
が
、

後
に
湊
川
合
戦
の
時
、
義
貞
申
さ
れ
し
は
「
面
目
な
く
恥
か
し
き

事
な
れ
ど
も
、
其
時
は
御
推
量
の
如
く
悪
念
を
ふ
く
み
候
。
其
天

罰
に
や
、
諸
方
の
軍
、
心
な
ら
ず
」
と
て
有
の
ま
ヽ
に
申
さ
れ
け

一
方
、
写
本
三
編
第
二
二
「
尊
氏
押
て
征
夷
将
軍
と
号
す
る
事
井
新
田

足
利
確
執
奏
状
の
事
」
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

恩
地
う
け
給
わ
り
「
・
:
油
断
な
り
が
た
し
」
と
て
、
河
内
へ
其
下

知
を
ぞ
な
し
に
け
る
。
後
に
、
摂
州
湊
川
の
合
戦
の
時
、
義
貞
、

正
成
に
向
ひ
て
「
面
目
な
く
は
候
へ
ど
も
、
其
時
は
推
量
の
ご
と

Iく
悪
念
き
ざ
し
て
御
辺
を
失
わ
ん
と
は
か
り
し
な
り
」
と
物
語
せ

ら
れ
し
と
か
や
。

『
南
朝
太
平
記
』
『
絵
本
楠
公
記
』
等
に
は
「
伝
」
に
相
当
す
る
部
分
自

体
が
無
く
、
「
理
尽
鈔
」
に
も
傍
線
部
の
表
現
は
無
い
。
傍
線
部
は
、
「
三
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楠
実
録
』
(
七
1
8
ウ
)
に
由
来
す
る
。
帝
国
文
庫
本
の
記
事
を
も
と
に
。

「
伝
」
の
内
容
を
本
文
に
組
み
入
れ
た
写
本
の
記
事
を
生
み
だ
す
の
は
容

易
で
あ
る
が
、
写
本
傍
線
部
の
表
現
の
み
か
ら
、
こ
れ
が
「
三
楠
実
録
」

に
拠
る
、
と
察
知
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
同
様
の
事
例
は
、
帝
国
文

庫
本
八
六
六
頁
の
「
伝
」
と
写
本
五
編
第
四
「
正
成
兄
弟
郎
従
等
切
腹
の

事
井
正
成
謀
計
を
末
代
に
残
す
事
」
の
「
伝
」
と
の
間
に
も
見
ら
れ
る
。

「
何
と
云
ふ
事
ぞ
や
。
道
理
適
当
せ
ず
と
「
三
補
記
」
に
注
せ
り
」
と
あ

る
傍
線
部
の
表
現
を
、
写
本
は
『
三
楠
実
録
』
(
コ
一
1
5
オ
)
の
名
を
あ

げ
ず
に
用
い
て
い
る
。

2
、
「
伝
」
の
処
理
か
ら
I
そ
の
2

こ
こ
で
は
章
句
レ
ベ
ル
を
こ
え
て
、
記
事
全
体
に
関
わ
る
異
文
を
見
て

お
こ
う
。
左
は
帝
国
文
庫
本
四
編
「
義
貞
大
敗
軍
京
都
へ
落
る
事
井
義
貞

猛
勇
の
事
」
の
「
伝
」
で
あ
る
。

伝
に
日
、
太
平
記
に
(
湊
川
敗
戦
の
さ
な
か
、
義
貞
が
味
方
か
ら
離

れ
危
う
い
と
こ
ろ
を
、
小
山
田
高
家
が
自
ら
の
馬
を
譲
り
、
討
死
に

し
た
)
と
あ
り
て
、
大
将
の
一
人
と
な
る
事
、
敗
軍
に
は
ま
ゝ
あ
る

事
と
は
云
ひ
な
が
ら
、
ま
た
大
将
の
有
ま
じ
き
事
な
ら
ん
か
。
二
、

三
人
郎
従
付
順
ひ
居
ざ
る
事
の
あ
る
ま
じ
。
況
て
ゃ
義
貞
の
拾
六
騎

の
人
々
勇
猛
の
兵
士
に
、
此
節
何
を
し
て
ぃ
づ
く
に
有
り
し
ゃ
。
其

訳
太
平
記
に
も
見
え
ず
。
不
思
議
な
り
。
(
八
七
四
頁
)

こ
れ
に
先
だ
っ
本
文
で
は
、
「
義
貞
は
十
六
人
の
党
の
も
の
を
随
へ
、

さ
っ
と
返
し
く
て
は
落
給
」
、
(
追
撃
す
る
敵
を
)
「
栗
生
・
篠
塚
・

畑
二
旦
理
な
ぎ
た
て
切
り
た
て
」
、
(
小
山
田
と
と
も
に
)
「
拾
六
人
の
党

の
者
も
追
ひ
掛
る
敵
を
切
払
ひ
く
、
義
貞
に
追
ひ
付
て
中
に
包
ん
で
落

延
び
た
り
」
と
あ
り
、
「
伝
」
は
、
『
太
平
記
』
は
誤
っ
て
お
り
、
こ
れ
が

真
相
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、
写
本
五
編
第
五
に
は
、
上
記
の
「
伝
」
が
な
い
。
「
新
田
足
利

湊
川
合
戦
の
事
井
新
田
方
十
六
騎
等
血
戦
の
事
」
は
「
新
田
の
十
六
騎
四

天
王
」
の
人
名
を
列
挙
し
、
続
く
「
藤
田
川
波
園
(
酒
田
本
「
園
田
」
)

等
武
勇
討
死
の
事
井
義
貞
勇
戦
名
誉
の
事
」
で
は
か
れ
ら
の
奮
戦
ぶ
り
を

描
く
。
次
第
に
追
い
詰
め
ら
れ
ゆ
く
局
面
を
打
開
す
る
た
め
、
十
六
騎
の

中
よ
り
藤
田
六
郎
左
衛
門
、
川
波
新
左
衛
門
、
園
田
四
郎
左
衛
門
の
三
人

が
、
群
が
る
敵
中
へ
突
入
し
荒
れ
狂
い
、
遂
に
討
死
に
す
る
。
「
さ
れ
ば

此
者
共
が
討
死
し
け
る
間
に
官
軍
や
う
く
に
落
延
け
る
」
。
し
か
し

(
以
下
は
、
「
太
平
記
」
の
展
開
に
同
じ
)
、
義
貞
の
馬
が
倒
れ
、
危
う
い

と
こ
ろ
を
小
山
田
が
駆
け
っ
け
、
そ
の
犠
牲
に
ょ
っ
て
義
貞
は
遁
れ
る
。

写
本
で
は
「
十
六
騎
の
党
」
の
少
な
く
と
も
三
人
が
討
死
し
て
い
る
わ

け
だ
か
ら
、
活
版
本
が
写
本
の
形
態
を
承
知
し
て
ぃ
た
ら
、
そ
の
本
文
と

伝
の
内
容
は
も
っ
と
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
写

本
の
記
述
に
対
し
て
は
、
最
後
の
義
貞
の
危
機
に
際
し
て
、
他
の
一
三
人

と
四
天
王
の
面
々
は
ど
ぅ
し
て
ぃ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
(
こ
の

不
徹
底
さ
も
写
本
の
編
者
が
活
版
本
の
編
者
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ

せ
る
)
。
写
本
先
行
を
想
定
す
る
場
合
、
そ
う
し
た
疑
問
の
余
地
を
一
挙

に
解
消
す
る
た
め
に
、
活
版
本
は
、
一
六
人
の
存
在
に
ょ
り
義
貞
は
無
事

退
却
し
た
、
と
い
う
単
純
明
快
な
設
定
に
し
た
の
だ
、
と
い
え
な
く
は
な
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い
。
し
か
し
、
写
本
五
編
第
六
「
小
山
田
大
郎
義
貞
を
救
ひ
討
死
の
事
井

主
上
二
た
び
山
門
落
の
事
」
は
、
さ
ら
に
こ
の
話
題
を
続
け
、
小
山
田
が

義
貞
を
救
っ
た
理
由
を
、
「
太
平
記
」
巻
一
六
「
小
山
田
太
郎
高
家
刈
‘
一
青

麦
‘
事
」
を
そ
っ
く
り
取
り
込
ん
で
描
い
て
い
る
。
写
本
は
活
版
本
の
伝

を
意
識
し
つ
つ
、
「
太
平
記
」
の
記
述
内
容
を
そ
の
ま
ま
活
か
す
方
法
を

考
え
た
、
そ
れ
が
接
ぎ
木
の
箇
所
を
明
瞭
に
残
す
写
本
の
現
状
な
の
だ
、

と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
写
本
五
編
第
一
一

「
新
田

勢
勇
戦
百
重
の
囲
を
と
く
事
井
高
田
川
越
芦
堀
杉
原
血
戦
の
事
」
に
は
、

再
び
「
例
の
十
六
騎
四
天
王
の
と
も
が
ら
を
前
後
に
立
て
勇
戦
す
」
と
い

う
描
写
が
現
れ
る
。

3
、
『
太
平
記
』
本
文
と
の
関
係
か
ら

こ
れ
ま
で
写
本
と
活
版
本
と
が
大
き
く
異
な
る
二
編
以
降
を
み
て
き
た

が
、
外
形
的
に
は
違
い
の
少
な
い
初
編
の
詞
章
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。

初
編
は
書
陵
部
本
・
酒
田
本
に
加
え
、
神
宮
文
庫
本
を
も
扱
う
こ
と
が
で

i
X
b
る
。

〔
凡
例
〕
・
『
太
平
記
』
の
本
文
は
岩
波
大
系
に
よ
り
、
片
仮
名
を
平
仮
名
に

改
め
、
漢
文
表
記
は
読
み
下
し
の
形
に
す
る
等
の
手
を
加
え
た
。

・
『
秘
鑑
』
は
帝
国
文
庫
本
を
底
本
と
し
、
(

)
内
に
異
同
を
記

し
た
。
*
(

)
は
、
底
本
に
字
句
が
無
い
箇
所
の
異
同
で
あ
る
。

な
お
、
異
同
注
記
に
際
し
て
は
原
則
と
し
て
漢
字
・
仮
名
の
相
違
は

省
い
た
。

-
10

-

太
平
記
:
諸
国
に
守
護
を
立
て
、
庄
園
に
地
頭
を
置
く
。
彼
頼
朝
の
長

-

-

男
左
衛
門
督
頼
家
、
次
男
右
大
臣
実
朝
公
、
相
続
い
で
皆
、
征
夷
将

軍
の
武
将
に
備
は
る
。
是
を
三
代
将
軍
と
号
す
。
然
る
を
頼
家
郷
は

実
朝
の
為
に
討
れ
、
実
朝
は
頼
家
の
子
悪
禅
師
公
暁
が
為
に
討
れ
て
、

父
子
三
代
僅
か
に
四
十
二
年
に
し
て
尽
き
ぬ
。
其
後

秘
鑑
:
守
護
の
大
名
を
備
へ
庄
園
に
地
頭
を
置
。
彼
(
書
・
酒
「
則
」
)

頼
朝
公
の
*
(
書
・
酒
「
御
」
)
長
男
①
右
衛
門
督
(
神
「
左
衛
門

督
」
、
書
・
酒
「
左
衛
門
督
左
大
臣
」
)
頼
家
*
(
書
・
酒
「
公
」
)
、

次
男
②
右
大
将
(
酒
「
同
じ
く
御
治
男
右
大
臣
」
、
書
「
お
な
じ
く

御
次
男
右
大
将
」
)
実
朝
公
、
相
続
て
皆
、
征
夷
大
将
軍
の
武
将
に

備
は
る
。
是
を
*
(
書
・
酒
「
か
ま
く
ら
」
)
三
代
の
将
軍
家
と
号

す
。
然
る
に
頼
家
公
は
*
(
書
・
酒
「
御
舎
」
)
弟
実
朝
の
為

(
書
・
洒
一
「
実
朝
公
の
御
為
」
)
に
討
れ
*
(
酒
「
給
ひ
」
、
書
「
給

ふ
」
)
、
実
朝
*
(
書
・
酒
「
公
」
)
は
頼
家
*
(
書
・
酒
「
公
」
)
の

*
(
書
・
酒
「
御
」
)
子
悪
禅
師
公
暁
の
為
に
討
れ
て
(
書
・
酒

「
討
れ
給
ひ
」
)
、
父
子
三
代
わ
づ
か
四
十
二
年
に
し
て
*
(
書
・
酒

「
源
家
頼
朝
三
公
の
御
代
」
)
尽
ぬ
。
其
後
*
(
書
・
酒
「
平
家
の
天

下
と
な
り
す
な
わ
ち
」
)

-

太
平
記
:
武
臣
皆
拝
趨
の
礼
を
事
と
す
。

-

秘
鑑
:
武
臣
*
(
酒
「
北
条
家
数
度
」
、
書
「
北
条
家
数
代
」
)
皆
③
拝

謁
(
酒
「
拝
す
う
」
、
宮
「
拝
遇
」
)
の
礼
を
事
と
す
。
④
(
神
「
拝

謁
の
礼
を
事
と
す
」
欠
脱
)



太
平
記
:
延
喜
・
天
暦
の
跡
を
追
は
れ
し
か
ば
、
四
海
風
を
望
ん
で

秘
鑑
:
延
喜
*
(
書
・
酒
「
帝
」
)
い
い
球
皇
・
天
暦
*
(
書
・
酒
「
帝
」
)

回
翫
の
*
(
書
・
酒
「
御
」
)
跡
を
追
は
れ
し
か
ば
(
書
「
追
行

し
給
ひ
し
か
ば
」
、
酒
「
追
行
し
給
ひ
て
よ
り
」
)
、
四
海
*
(
書
・

酒
「
み
な
」
)
風
を
の
ぞ
ん
で

右
に
示
し
た
初
編
巻
一

「
武
家
権
勢
を
取
て
世
を
治
る
事
井
後
醍
醐
天

皇
御
即
位
之
事
」
は
、
『
太
平
記
』
に
よ
り
つ
つ
詞
章
を
補
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
な
か
で
も
、
書
陵
部
本
・
酒
田
本
は
、
細
部
に
及
ん
で
も
詞
章

を
追
増
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
お
お
む
ね
帝
国
文
庫
本
・
神
宮
文
庫
本

の
本
文
が
『
太
平
記
』
に
合
致
す
る
。
①
書
陵
部
本
等
が
頼
家
を
「
左
大

臣
」
と
す
る
の
は
明
か
な
誤
り
で
あ
る
。

本
文
の
正
確
さ
と
い
う
点
で
は
、
た
と
え
ば
酒
田
本
の
③
「
拝
す
う
」

と
い
う
読
み
が
正
し
く
、
帝
国
文
庫
本
に
は
②
「
右
大
将
実
朝
公
」
、
神

宮
文
庫
本
に
も
④
な
ど
の
誤
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
帝
国
文
庫
本
お
よ
び

神
宮
文
庫
本
の
本
文
を
善
良
な
も
の
と
は
一
概
に
い
え
な
い
。
し
か
し
、

書
陵
部
本
等
を
先
行
本
文
と
み
な
す
場
合
、
帝
国
文
庫
本
等
は
『
太
平
記
』

を
手
許
に
置
き
、
『
太
平
記
』
に
近
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
に
な
る
が
、

右
事
例
の
最
初
に
挙
げ
た
「
守
護
の
大
名
を
備
へ
」
な
ど
の
表
現
は
な
ぜ

改
め
な
か
っ
た
の
か
説
明
し
が
た
い
。
帝
国
文
庫
本
の
よ
う
な
本
文
に
適

宜
章
句
を
追
増
し
、
書
陵
部
本
の
よ
う
な
本
文
が
生
じ
た
と
み
な
す
べ
き

で
あ
る
。

四
、
帝
国
文
庫
本
と
今
古
実
録
本
の
先
後
関
係

残
る
は
帝
国
文
庫
本
と
今
古
実
録
本
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
両
本
が
そ

れ
ぞ
れ
写
本
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
も
つ
の
か
も
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
以
下
は
、
こ
の
点
の
手
が
か
り
と
な
る
、
北
条
残
党
討
滅
記
事
の
異

同
で
あ
る
。

〔
凡
例
〕
・
書
陵
部
本
三
篇
第
一
〇
~
一
四
、
帝
国
文
庫
本
三
篇
五
三
八
～
五

七
五
頁
、
今
古
実
録
本
三
篇
第
二
四
上
一
丸
を
扱
う
。

・
論
述
に
必
要
な
異
同
の
み
表
示
し
た
。

・
章
段
名
は
省
略
し
た
(
書
陵
部
本
二
万
一
四
を
除
く
)
。
点
線

は
章
段
の
区
切
り
で
あ
る
。

・
特
に
注
意
す
ぺ
き
異
同
に
■
を
付
し
た
。

11
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書
陵
部
本
の
構
成
の
奇
妙
さ
は
随
所
に
指
摘
で
き
る
。

・
2
と
7
、
3
と
8
と
い
う
同
種
の
項
目
が
二
箇
所
に
現
れ
る
。

・
諸
国
静
謐
(
4
)
と
い
い
な
が
ら
、
最
も
重
大
な
都
近
辺
の
蜂
起
が
未

決
着
な
ま
ま
、
正
成
ら
の
恩
賞
記
事
(
6
)
が
続
く
。

・
都
を
離
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
正
成
が
時
間
稼
ぎ
の
た
め
に
施
し
た

策
(
8
)
に
、
飯
盛
の
北
条
残
党
が
波
線
部
の
よ
う
に
考
え
、
納
得
し
た

(
9
)
、
と
あ
る
が
、
す
で
に
6
で
正
成
に
恩
賞
の
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
書
陵
部
本
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
た
の
か
を
解
く
鍵
は
、

『
太
平
記
』
と
の
関
係
に
あ
る
。
「
太
平
記
」
巻
二
一
「
安
鎮
国
家
法
事
付

諸
大
将
恩
賞
事
」
の
記
事
内
容
を
右
の
番
号
で
示
す
。
た
だ
し
、
正
成
の

飯
盛
賊
徒
退
治
の
一
件
は
、
『
理
尽
紗
』
が
「
太
平
記
」
の
「
又
河
内
国

ノ
賊
徒
等
、
佐
々
目
憲
法
僧
正
ト
云
ケ
ル
者
ヲ
取
立
テ
、
飯
盛
山
二
城
郭

ヲ
ゾ
構
ケ
ル
」
「
サ
レ
ド
モ
此
法
ノ
効
験
ニ
ヤ
、
飯
盛
城
ハ
正
成
二
被
一
一

攻
落
一
」
と
い
う
章
句
か
ら
創
作
し
た
長
大
な
記
事
で
あ
り
、
『
太
平
記
』

に
は
具
体
的
な
正
成
の
言
動
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。

1
、
2
(
正
成
の
発
向
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
云
々
と
い
う
記
事
は

無
し
)
、
4
、
6

書
陵
部
本
の
構
成
は
、
こ
の
「
太
平
記
」
の
記
事
構
成
を
崩
さ
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
、
飯
盛
賊
徒
追
討
譚
を
織
り
込
も
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
。

書
陵
部
本
が
「
太
平
記
」
の
記
事
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
は
、
新
田
義
貞

の
湊
川
敗
退
(
2
、
「
伝
」
の
処
理
か
ら
I
そ
の
2
)
で
も
み
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
こ
の
異
同
表
に
お
い
て
も
、
「
千
種
殿
文
観
上
人
奢
侈
の
事

井
解
脱
上
人
の
故
事
≒
広
有
怪
鳥
を
射
る
事
井
東
寺
空
海
西
寺
守
敏
の
事
」

「
帝
都
神
泉
苑
来
由
」
と
い
う
、
「
太
平
記
」
巻
コ
ー
の
章
段
を
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
と
り
こ
ん
だ
章
段
の
存
在
に
よ
っ
て
も
う
か
が
い
知
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
帝
国
文
庫
本
の
形
か
ら
書
陵
部
本
等
が
改
編
を
企
て
た
動
機
は
、
『
太

平
記
』
の
構
成
に
、
よ
り
密
着
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
帝
国
文
庫
本
に
近
い
神
宮
文
庫
本
の
あ
り
方

か
ら
、
先
行
形
態
に
お
い
て
も
楠
一
族
に
限
定
し
た
物
語
で
は
な
く
、
広

く
『
大
平
記
』
の
記
事
に
対
す
る
関
心
は
深
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、

先
行
形
態
に
あ
っ
て
は
、
『
太
平
記
』
の
記
事
を
批
判
的
に
検
討
し
て
、

か
く
あ
る
べ
し
、
と
い
う
一
真
相
」
を
さ
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
書
陵
部

本
の
、
「
太
平
記
」
の
構
成
・
記
事
を
極
力
尊
重
し
て
い
く
あ
り
方
は
、

こ
れ
と
は
異
質
で
あ
り
、
編
者
も
別
人
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

さ
て
、
以
上
を
確
認
し
た
上
で
、
帝
国
文
庫
本
と
今
古
実
録
本
と
の
関

係
で
あ
る
が
、
右
構
成
表
に
お
い
て
も
両
本
は
ほ
ぼ
同
様
の
あ
り
方
を
示

す
。
た
だ
し
、
【
□
】
で
囲
ん
だ
部
分
に
や
や
大
き
な
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

以
下
、
当
該
部
分
の
記
事
内
容
を
列
挙
す
る
。

1
8
正
成
、
高
畠
に
偽
寝
返
り
を
命
じ
、
城
外
に
出
た
敵
兵
を
討
つ
。

2
0
「
此
戦
ひ
は
正
成
、
高
畠
才
五
郎
に
申
ふ
く
め
し
謀
事
な
り
と
い
へ
ど

も
、
諸
人
に
是
を
し
ら
せ
て
は
、
後
度
の
謀
略
成
り
が
た
し
と
て
、
近
臣
に

も
深
ぐ
か
く
し
、
わ
ざ
と
高
畠
を
千
早
に
返
し
て
塾
居
さ
せ
を
か
れ
け
れ
ば
、

諸
人
、
高
畠
が
誠
の
隠
謀
と
の
み
お
も
ひ
け
る
。
飯
盛
落
城
の
後
、
召
出

し
、
増
地
を
給
ひ
け
れ
ば
、
扨
は
謀
に
て
有
し
よ
、
と
は
じ
め
て
諸
人
感
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じ
け
る
。
」

1
9
正
成
、
城
攻
撃
に
移
ら
ず
。
(
今
古
:
「
恩
地
を
城
の
押
へ
に
残
し
、

金
剛
山
へ
帰
陣
せ
ら
れ
け
り
」
)

一
正
成
、
恩
地
の
批
判
に
同
意
し
、
褒
賞
。
(
今
古
:
ナ
シ
)

・

(
今
古
:
こ
こ
に
1
4
小
車
目
処
罰
譚
を
置
く
)

2
1
楠
陣
よ
り
出
火
。
正
成
の
本
陣
に
燃
え
広
が
る
の
を
見
て
、
城
兵
、
楠

の
謀
略
で
は
な
い
、
こ
れ
に
乗
じ
よ
う
と
出
撃
。
正
成
、
出
て
き
た
城
兵

を
討
ち
滅
ぼ
す
。
(
今
古
:
正
成
、
敵
将
の
「
所
労
」
を
知
り
、
「
先
達
て

召
捕
、
押
込
置
し
北
畠
才
五
郎
を
牢
内
よ
り
密
か
に
呼
出
し
て
、
再
応
の

秘
計
を
中
含
め
置
」
、
飯
盛
城
下
に
出
撃
。
北
畠
は
敵
と
連
絡
を
と
る
。

敵
は
北
畠
が
牢
に
入
れ
ら
れ
、
脱
獄
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
北
畠
の
言
葉

を
信
じ
る
。
北
畠
、
城
兵
を
楠
陣
に
引
き
入
れ
、
取
り
囲
み
、
敵
将
憲
法

を
生
け
捕
る
。
北
畠
、
偽
寝
返
り
を
信
じ
た
憲
法
の
愚
か
さ
を
語
り
つ
つ
、

「
楠
正
成
の
本
陣
へ
引
連
来
り
し
か
ば
、
憲
法
赤
面
し
て
舌
を
喰
切
、
即

座
に
果
た
り
け
り
。
」
「
扨
北
畠
才
五
郎
へ
は
当
座
の
恩
賞
と
し
て
、
備
前

国
光
の
一
腰
を
手
自
ら
与
へ
、
追
々
賞
せ
ん
と
申
さ
る
ゝ
に
」
北
畠
悦
び
、

諸
人
も
称
賛
し
た
。
)

い
く
つ
か
の
異
同
が
あ
る
が
、
最
も
大
き
な
も
の
は
、
2
1
飯
盛
の
城
兵

に
と
ど
め
を
さ
し
た
顛
末
で
あ
る
。
帝
国
文
庫
本
が
失
火
と
い
う
偶
然
の

事
態
を
う
ま
く
利
用
し
て
亡
ぼ
し
た
、
と
い
う
の
に
対
し
、
今
古
実
録
本

は
北
畠
の
再
度
の
偽
寝
返
り
に
よ
っ
て
亡
ぼ
し
た
、
と
し
て
い
る
。
帝
国

文
庫
本
の
波
線
部
の
「
後
度
の
謀
略
」
と
は
、
ま
た
い
ず
れ
起
こ
る
で
あ

ろ
う
別
の
合
戦
に
際
し
て
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
飯
盛
落
城
の
後
」

と
い
う
の
も
、
飯
盛
城
を
攻
め
落
と
し
た
直
後
と
い
う
の
で
な
く
、
し
ば

ら
く
た
っ
て
か
ら
、
と
解
さ
れ
る
。
今
古
実
録
本
は
こ
の
部
分
表
現
は
同

じ
で
あ
る
が
、
「
後
度
」
を
第
二
次
の
飯
盛
攻
城
作
戦
と
み
な
し
、
再
度

の
偽
寝
返
り
譚
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
該
本
で
は
北
畠
自
身
が
偽
り

の
寝
返
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
公
言
し
、
行
動
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
傍
線

部
の
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
、
正
成
が
召
し
出
し
、
報
賞
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
知
れ
た
、
と
い
う
詞
章
の
意
味
が
薄
れ
て
し
ま
う
。
正
成
の
周
到

な
智
謀
の
物
語
か
ら
、
北
畠
の
武
功
の
物
語
に
変
質
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
古
実
録
本
が
改
作
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
こ
の
部
分
、
書
陵
部
本
は
帝
国
文
庫
本
の
形
に
近
い
。
帝

国
文
庫
本
の
形
か
ら
、
書
陵
部
本
等
に
大
き
く
改
作
さ
れ
、
こ
れ
と
は
別

に
、
章
段
の
句
切
り
や
詞
章
に
小
規
模
な
改
修
の
手
を
加
え
た
今
古
実
録

本
が
生
み
だ
さ
れ
た
、
と
み
な
さ
れ
る
。

五
、
伝
本
分
類

以
上
を
ふ
ま
え
、
『
太
平
記
秘
鑑
』
の
伝
本
を
次
の
よ
う
に
大
別
す
る
。

同
一
項
に
括
っ
た
伝
本
相
互
に
も
細
部
の
異
同
は
あ
る
。

I
先
行
形
態

(
1
)
古
態
本
・
:
帝
国
文
庫
本
・
神
宮
文
庫
本

(
2
)
改
編
本
…
今
古
実
録
本

Ⅱ
大
規
模
改
作
本
…
宮
内
庁
書
陵
部
本
(
二
部
)

・
酒
田
市
立
図
書
館
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本
・
福
島
県
立
図
書
館
本

「
原
態
」
で
は
な
く
「
古
態
」
と
し
た
理
由
を
付
言
し
て
お
く
。
帝
国

文
庫
本
の
最
終
四
編
末
尾
に
は
「
諸
郎
従
正
成
の
首
に
目
見
の
事
井
宗
徒

の
郎
従
義
勇
の
事
」
、
「
正
成
知
仁
勇
の
三
ッ
を
跡
に
残
す
事
井
正
成
石
碑

銘
文
の
事
」
と
続
く
記
事
が
あ
る
。
「
諸
郎
従
正
成
の
首
に
目
見
の
事
」

は
、
写
本
の
第
五
篇
第
七
「
直
義
軍
議
を
と
き
正
成
が
首
を
河
州
送
る
事

井
帯
刀
正
行
愁
涙
母
教
訓
の
事
」
の
後
半
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
が
、
以
下
は

今
古
実
録
本
・
書
陵
部
本
・
酒
田
本
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
内
容
を
簡

単
に
た
ど
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

「
宗
徒
の
郎
従
義
勇
の
事
」

官
軍
と
足
利
軍
と
の
京
都
攻
防
(
『
太
平
記
』
巻
一
七
、
岩
波
大
系

の
頁
数
を
借
り
る
な
ら
ば
、
そ
の
一
七
四
、
一
八
八
、
一
八
九
、
一

九
四
頁
の
詞
章
を
摘
記
)
に
、
正
季
病
死
に
乗
じ
た
師
直
の
河
内
攻

勢
と
和
田
・
恩
地
の
反
攻
(
『
理
尽
鈔
』
巻
一
七
「
又
七
四
」
丁
表

5
行
目
正
季
病
死
記
事
か
ら
七
六
丁
裏
6
行
目
ま
で
)
を
続
け
る
。

「
正
成
知
仁
勇
の
三
ッ
を
跡
に
残
す
事
」

後
醍
醐
帝
の
京
都
還
幸
(
*
「
太
平
記
秘
鑑
」
写
本
五
篇
一
六
)
、

恩
地
ら
の
帝
奪
還
(
*
同
五
篇
第
廿
こ
、
吉
野
遷
幸
等
(
*
同
)

に
続
き
、
正
成
な
き
あ
と
も
「
他
事
な
く
朝
家
に
忠
を
尽
く
し
義
戦

を
励
み
、
主
上
を
御
代
に
出
し
再
び
朝
家
の
天
下
と
な
さ
ん
も
の
を
、

と
一
族
門
葉
郎
従
ま
で
も
孫
子
に
至
る
迄
」
そ
の
志
を
受
け
継
い
だ

こ
と
を
賛
嘆
。

「
正
成
石
碑
銘
文
の
事
」

湊
川
の
正
成
墓
碑
の
図
お
よ
び
碑
銘
を
掲
げ
、
建
碑
の
経
緯
を
示
し

「
摂
州
湊
川
の
西
古
墓
に
こ
れ
を
建
立
な
し
給
ふ
ぞ
有
り
が
た
き
」

と
掴
筆
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
以
前
の
、
『
太
平
記
』
『
理
尽
鈔
』

の
記
事
進
行
に
沿
っ
た
詳
細
な
語
り
口
と
は
異
な
り
、
全
篇
の
幕
引
き
を

明
瞭
に
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
改
編
本
と
は
い
え
ほ
ぼ
同
様

の
章
段
を
も
つ
今
古
実
録
本
の
底
本
が
三
六
〇
巻
で
あ
る
と
い
う
。
確
認

し
え
た
五
編
中
巻
(
湊
川
合
戦
)
の
後
、
な
お
二
二
〇
巻
の
大
部
の
物
語

が
控
え
て
お
り
、
Ⅱ
の
大
規
模
改
作
本
同
様
、
今
古
実
録
本
は
『
太
平
記
』

全
巻
を
覆
う
物
語
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
文
字
通
り
の
「
楠
廷
尉
秘
鑑
」

が
「
太
平
記
秘
鑑
」
に
成
長
し
た
の
か
。
そ
の
場
合
、
今
古
実
録
本
と
書

陵
部
本
等
と
が
別
個
に
「
太
平
記
秘
鑑
」
へ
の
拡
大
を
遂
げ
た
こ
と
に
な

る
。
あ
る
い
は
、
先
行
形
態
(
原
態
)
も
『
太
平
記
』
全
巻
を
扱
う
物
語

で
あ
り
、
帝
国
文
庫
本
は
楠
廷
尉
正
成
の
部
分
の
み
を
独
立
さ
せ
た
も
の

な
の
か
、
現
状
で
は
両
方
の
可
能
性
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
帝
国

文
庫
本
を
「
古
態
本
」
と
呼
称
し
て
お
く
所
以
で
あ
る
。

注

(
―
)
「
財
団
法
人
大
橋
図
書
館
和
漢
図
書
分
類
目
録
」
(
ゆ
ま
に
書
房
の

復
刻
版
に
よ
る
)
四
三
四
頁
に
「
楠
廷
尉
秘
鑑

仝
一
八
、
三
」
(
明

治
一
八
年
三
月
)
と
あ
る
。
同
図
書
館
増
加
目
録
二
二
二
頁
に
は
、
別
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に
二
冊
「
同
一
八
、
三
翻
刻
」
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
今
古
実
録
『
三
荘
太
夫
実
記
』
下
巻
(
明
治
一
八
年
四
月
廿
一
日

マ
マ

を
は

御
届
)
末
尾
に
「
南
廷
尉
秘
鑑
〈
全
部
三
十
冊
定
価
金
六
円
/
但
一
冊

金
二
十
銭
ツ
こ
・
:
原
書
に
し
て
三
百
六
十
巻
の
大
部
な
れ
ど
も
、
史

函
の
出
入
に
便
な
ら
ん
が
為
、
今
回
僅
三
十
冊
に
縮
刷
せ
り
。
然
り
と

雖
も
一
事
一
語
の
遺
漏
な
く
第
一
編
上
巻
は
既
に
其
功
を
俊
り
て
発
兌

に
及
ぴ
た
り
。
後
巻
は
猶
引
続
き
一
ヶ
月
二
三
冊
づ
ゝ
必
ず
発
兌
候

ま
~
四
方
の
諸
彦
、
何
卒
続
々
御
購
求
御
愛
看
あ
ら
ん
事
を
希
ふ
」

と
広
告
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
底
本
は
三
六
〇
巻
と
あ
る
か
ら
、

書
陵
部
本
等
と
同
じ
く
一
二
編
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
冊
数

は
不
明
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
「
三
荘
太
夫
実
記
」
刊
行
時
、
実
際
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
の
は
「
第
一
編
上
巻
」
(
今
古
実
録
本
の
第
一
冊
)

で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
今
古
実
録
「
石
川
五
右
衛
門
伝
記
」
巻
之

三
(
明
治
一
八
年
六
月
二
十
七
日
御
届
)
の
後
表
紙
見
返
し
広
告
に
は

「
第
一
編
第
二
編
は
既
に
其
功
を
俊
り
て
発
兌
に
及
ぴ
た
り
」
と
あ
る
。

「
菅
公
御
一
代
記
」
上
巻
(
明
治
一
八
年
九
月
八
日
御
届
)
巻
末
の

「
今
古
実
録
既
成
書
目
録
」
に
は
「
楠
廷
尉
秘
鑑

全
部
三
十
冊

同

金
六
円
」
と
あ
る
か
ら
、
実
際
の
刊
年
は
不
明
な
が
ら
、
全
冊
刊
行
さ

れ
た
と
み
な
す
べ
き
か
。
た
だ
し
、
第
五
編
中
ま
で
で
、
帝
国
文
庫
本

の
全
体
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
り
、
楠
廷
尉
の
物
語
と
し
て
は
必
ず
し
も

未
完
結
と
は
い
え
な
い
。

(
3
)
財
団
法
人
三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
H
P
『
大
橋
図
書

館
の
こ
と
』
(
水
漬
薩
男
氏
文

名
著
普
及
会
発
行
『
名
著
サ
プ
リ
メ

ン
ト

ー
九
九
一
年
八
月
』
掲
載
)
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

大
橋
図
書
館
は
博
文
館
一
五
周
年
記
念
と
し
て
創
設
さ
れ
た
財
団
法
人

の
図
書
館
で
あ
る
が
、
「
国
書
総
目
録
」
中
に
「
大
橋
」
と
所
蔵
館
が

記
さ
れ
て
い
る
図
書
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
、
と
。

(
4
)
『
太
平
記
秘
鑑
』
写
本
の
場
合
、
二
、
三
巻
を
一
冊
と
す
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
り
、
一
三
〇
巻
六
〇
冊
と
考
え
て
不
都
合
で
は
な
い
。

(
5
)
正
成
の
策
に
恩
地
が
批
判
・
疑
問
を
投
げ
か
け
、
正
成
が
そ
れ
に

同
意
す
る
と
い
う
記
事
(
■
)
が
書
陵
部
本
に
無
い
こ
と
も
注
意
さ
れ

る
。
正
成
造
形
に
対
す
る
意
識
も
改
編
の
意
図
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
か
。

(
6
)
福
島
県
立
図
書
館
本
は
七
編
の
み
で
あ
り
、
本
稿
の
検
討
対
象
と

は
し
え
な
か
っ
た
が
、
書
陵
部
本
・
酒
田
本
七
編
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、

こ
こ
に
位
置
づ
け
た
。
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